
ま
ち
づ
く
り
と
遺
産

見
て
、
知
っ
て
、
体
験
し
て

―
―
Ｐ
Ｒ
も
活
発
に

発
掘
調
査
が
活
発
な
伊
達
市
と
南
茅
部
町
で
、
縄
文

人
の
遺
跡
を
「
地
域
の
遺
産
」
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に

活
用
し
よ
う
と
、
住
民
ら
が
保
存
や
研
究
・
普
及
啓
発

に
努
め
て
い
る
。

◆
南
茅
部

南
茅
部
町
は
多
数
の
遺
跡
群
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

そ
う
と
「
縄
文
遺
跡
の
里
」
を
Ｐ
Ｒ
。
発
掘
に
携
わ
る

主
婦
や
商
店
主
、
会
社
員
ら
が
「
北
の
縄
文
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
」

を
結
成
し
、
発
掘
作
業
や
研
究
、
遺
跡
周
辺
の
清
掃
な

ど
に
取
り
組
む
。
毎
年
夏
に
「
縄
文
土
器
の
製
作
体
験
」

を
企
画
。
大
勢
の
縄
文
フ
ァ
ン
が
粘
土
を
こ
ね
、
野
焼

き
し
て
楽
し
む
。

◆
伊
達

伊
達
市
の
「
北
黄
金
貝
塚
公
園
」
は
竪
穴
式
住
居
や

貝
塚
を
再
現
し
、
縄
文
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
紹
介
。
発

掘
作
業
を
疑
似
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
。

市
民
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
遺
跡
保
存
や
啓
発
活

動
に
参
加
。
同
公
園
で
縄
文
期
に
生
え
て
い
た
ク
リ
、

ト
チ
、
ナ
ラ
な
ど
を
植
樹
す
る
「
縄
文
ス
ク
ス
ク
森
づ

く
り
の
会
」、
公
園
の
展
示
物
を
見
学
者
に
解
説
す
る

「
オ
コ
ン
シ
ベ
の
会
」
が
あ
る
。
市
教
委
の
大
島
文
化

財
課
長
は
「
遺
跡
を
自
分
た
ち
で
守
っ
て
い
く
意
識
が

生
ま
れ
、
大
変
う
れ
し
い
」
と
話
す
。

岸
は
40
カ
所
も
の
貝
塚
が
分
布
し
、
ほ
と
ん
ど
が
有
珠
地

区
と
黄
金
地
区
に
集
中
し
て
い
る
。

北
黄
金
貝
塚
は
縄
文
早
期
（
７
０
０
０
年
前
）
か
ら
中

期
（
６
０
０
０
〜
４
０
０
０
年
前
）
の
遺
跡
で
、
住
居
や

墓
の
ほ
か
に
、
全
国
的
に
も
ほ
と
ん
ど
例
の
な
い
「
水
場

の
祭
祀
（
さ
い
し
）
場
」
が
発
見
さ
れ
た
。
石
作
り
の
道

具
な
ど
を
供
養
す
る
神
聖
な
場
所
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

オ
ッ
ト
セ
イ
や
ク
ジ
ラ
の
骨
で
作
っ
た
道
具
類
、
ハ
マ

グ
リ
、
カ
キ
な
ど
の
貝
殻
も
多
い
。

×
　
　
×
　
　
×

道
南
で
は
、
南
茅
部
町
で
発
掘
調
査
が
盛
ん
だ
。
集
落

規
模
と
し
て
は
国
内
最
大
級
の
大
船
Ｃ
遺
跡
な
ど
88
カ
所

の
遺
跡
が
あ
り
、
出
土
品
は
精
巧
な
漆
塗
り
製
品
な
ど
３

５
０
万
点
を
超
え
る
。

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
「
中
空
土
偶
」
や
、

縄
文
時
代
の
農
耕
を
知
る
手
が
か
り
に
な
っ
た
粟
（
あ

わ
）
・
ヒ
エ
の
種
子
な
ど
、
全
国
的
な
注
目
を
集
め
る
出

土
品
が
多
い
。

集
落
規
模
の
大
き
さ
は
、
食
糧
を
得
る
の
が
容
易
で
移

動
の
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
と
想
像
で
き
る
。

●お問合せ先

南茅部町教育委員会埋蔵文化財調査室

Tel.01372-2-3789
伊達市教育委員会文化財課 Tel.0142-21-5213

※南茅部町では平成14年12月28日、埋蔵

文化財調査団事務所で火災が発生、全焼し

ました。この火災により、約9000年前の

漆副葬品などの文化財が被災しました。現

在、改修・修復作業に取り組んでいます。

Data

充
実
し
た
博
物
館
だ
。
大
島
さ
ん
は
同
公
園
で
毎
月

「
縄
文
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
講
師
を
務
め
て
い
る
。
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